
そ

の

他

水

路

道
路
・
一
般

カ
ル
バ
ー
ト

擁

壁

河
川
根
固
め

河

川

張

河
川・道
路
積

75

大地震（水平震度 kh=0,200）に対応し、皆様の財産である宅地を
安心安全に構築できる擁壁が、ザ・ウォールⅡ（大地震対応型）です。

特　長

設計条件

◎�国土交通大臣認定（宅地造成等規制法施工令第 14 条）を取得しているので、
認定条件内であれば設計・計算等の手間が不要で、計画から認可までの期間を
短縮でき、手続きも簡素化できます。

◎前面が垂直なので、敷地境界線まで土地を最大限有効に使用できます。
◎認定条件の範囲で擁壁の天端にフェンスを取り付けることが可能です。
◎直線部製品のみ擁壁長を 1.0m まで、短縮することができます。

●裏込土
　・単位体積重量	 γ s=16 〜 19kN/㎥
　・内部摩擦角	 φ =25°以上
　・擁壁背面の地表面角度	 α =0°（水平）

●基礎地盤
　・基礎地番と擁壁底面との摩擦係数	 μ =tan φ ただし、μ＞ 0.6 の場合μ =0.6 とする。
　・必要根入れ深さ　岩盤に設置する場合を除き次の通りとする
　　内部摩擦角φが 25°以上	 Df=45cm 以上かつ擁壁の高さの 20/100 以上
　・必要許容力度	 基礎地盤に必要な許容応力度表による

●積載荷重
　・等分布荷重	 q=10.0kN/㎡ただし、多雪地域は積雪荷重を含む。

●フェンス荷重　擁壁天端より、Hf の位置に Pf の荷重が作用するものとする。
　・作用位置	 Hf=1.10m
　・作用荷重	 pf=1,00kN/m
　・設置可能フェンス高	 各地域の基準風速による
	 （基準風速は告示平 12 年 5 月 31 日建設省告示第 1454 号による）

●地震時 設計水平震度
　・大地震	 Kh=0,200 Kv=0
　・中地震	 Kh=0,200 Kv=0

●荷重の組合せ
荷　重 常　時 フェンス荷重時 大（中）地震時
自　重 ○ ○ ○

積載荷重 ○ ○ ○
常時主働土圧 ○ ○ −

地震時主働土圧 − − ○
慣性力 − − ○

地震時受動土圧 − − ○
フェンス荷重 − ○ −

4-1　ザ・ウォールⅡ（大地震対応型）
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●土圧
　・常時（常時）〔主働土圧：coulomb（クローン）土圧公式〕
　・フェンス荷重時（短期）〔主働土圧：coulomb（クローン）土圧公式〕
　・大（中）地震時（短期）〔主働土圧：物部の式　受働土圧：：物部の式〕

●安全率

●基礎地盤に必要な許容応力度（必要地耐力）　水平震度 kh=0.200

仮想背面（土圧の作用面）の位置
及び壁面摩擦角δは左表による

荷重
ケース 常時フェンス勧修寺 地震時

安
定
計
算

断
面
計
算

安
定
計
算

項　目 常　時 フェンス荷重時 大（中）地震時

地盤反力度 長期許容応力度以下
（極限支持力度1/3以下）

短期許容応力度以下
（極限支持力度2/3以下） 極限支持力度以下

転　倒 1.5以上 1.0以上
滑　動 1.5以上 1.0以上

部
材
計
算

モーメントM 長期1.0以上 短期1.0以上
せん断力 Q 長期1.0以上 短期1.0以上

付　着 − 短期1.0以上
ひび割れ 長期1.0以上 −

終局時部材計算
終
局

モーメントM 3.0以上
付着割裂 1.0以上

種　類 大（中）地震時
鉄筋コンクリートγ c 24.0kN/㎥

裏込土γ s 16 〜 19kN/㎥

●単位体積重量

4-1　ザ・ウォールⅡ（大地震対応型）

（単位：KN/㎡）

使用製品 地震規模
（kh）

擁壁の高さ（m）
1.00 1.25 1.50 1.75 2.00 2.25 2.50 2.75 3.00

直線部 0.200 70 80 100 110 120 130 140 150 170
コーナー部 90° 0.200 60 70 90 110 130 160 170 200 230

コーナー部 120° 0.200 60 80 90 100 120 140 150 160 180
コーナー部 150° 0.200 60 80 90 110 120 130 140 150 170

※1 範囲内の任意の角度における地盤の許容応力度
　　　90°〜120°の場合、90°と120°の大きい値
　　　120°〜150°の場合、120°と150°の大きい値
　　　150°〜180°の場合、150°と直線部の大きい値
※2 化粧を施す場合は、上記表の値に+10kN/㎡を加算してください。
※3 フェンスを設置する場合は、上記表に+5kN/㎡を加算してください。
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呼び名 H B t1 t2 t3 t4 d1 d2 d3 d4 R h 製品体積
（㎥）

製品質量
（kg）

1000 1,000 750 150 110 110 150 160 110 300 440 150 550 0.427 1,020
1250 1,250 900 〃 105 130 200 170 〃 〃 580 〃 750 0.539 1,290
1500 1,500 1,050 〃 〃 150 240 180 〃 〃 720 〃 〃 0.664 1,590
1750 1,750 1,200 200 〃 160 260 200 〃 〃 850 225 850 0.849 2,040
2000 2,000 1,350 〃 〃 180 280 220 〃 〃 990 〃 〃 1.000 2,400
2250 2,250 1,500 〃 〃 200 350 230 〃 〃 1,130 〃 〃 1.168 2,800
2500 2,500 1,700 250 〃 210 400 250 〃 〃 1,260 300 〃 1.422 3,410
2750 2,750 1,850 〃 〃 230 480 280 115 〃 1,400 〃 900 1.653 3,970
3000 3,000 1,950 〃 110 250 550 300 120 〃 1,530 〃 950 1.883 4,520

※ 1 吊治具はメーカー指定のものを使用してください。
※ 2 規格外の高さを使用する場合は、直近上位の規格の擁壁高を準用できます。

直線部　設計水平震度 kh=0.200



浸水防止プレキャスト壁

特　長

❶施設の外周に設置することで、大雨や洪水時に排水機場等の重要施設を浸水被害から防ぎます。
❷地盤等の現場条件に応じて、３種類の製品ラインナップより選定できます。
❸止水板を併用することで、開口部の浸水防止を含めた総合的なご提案ができます。
※丸栄コンクリート工業㈱との業務提携による製品となります。

製品ラインナップ

◉MC防水ウォール
　自立式Ｌ形構造のため施工性に優れ、幅広いケースで活用できます。

MC防水ウォール

基礎コンクリート

基礎砕石
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歩掛・標準施工例・使用機械材料参考表

名　称 単位 H=1,000 H=1,250 H=1,500 H=1,750 H=2,000 H=2,250 H=2,500 H=2,750 H=3,000
日当り施工量 m 45m 38m 38m 38m 38m 30m 30m 30m 30m

ザ・ウォールⅡ（大地震対応型） 個 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00 5.00
バックホウ運転 2.9t 日 0.22 − − − − − − − −

ラフテレーンクレーン 25t 日 − 0.26 0.26 0.26 0.26 0.33 0.33 0.33 0.33
世話役 人 0.22 0.26 0.26 0.26 0.26 0.33 0.33 0.33 0.33

ブロック工 人 0.22 0.26 0.26 0.26 0.26 0.33 0.33 0.33 0.33
普通作業員 人 0.67 0.79 0.79 0.79 0.79 1.00 1.00 1.00 1.00

雑工種 基礎砕石 式 45% 53% 53% 53% 53% 60% 60% 60% 60%
均しコンクリート 式 74% 87% 87% 87% 87% 98% 98% 98% 98%
諸経費 式 16% 18% 18% 18% 18% 20% 20% 20% 20%

●ザ・ウォールⅡ（大地震対応型）歩掛

※本歩掛は、平成 24 年度国土交通省土木工事積算基準を参考にしております。　※本歩掛は、運搬距離 10m 程度までの小運搬を含むが、床掘工、埋戻工、残土処理は含まない。
※雑工種は、労務費・賃料及び機会運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限とし計上します。
　【基礎砕石】= 敷設、転圧労務、材料投入・締固め機会運転経費、砕石等材料費。　標準敷均し厚は、20cm 以下を標準とします。
　【均しコンクリート】= 打設・養生・型枠製作・設置・撤去労務・電力に関する経費、シュート・ホッパ・バイブレータ損料、コンクリート、養生材、均し型枠材料費。
※諸雑費は、敷モルタル、目地モルタル、排水材費用（吸出し防止材）であり、労務費、賃料及び機械運転経費の合計に上表の率を乗じた金額を上限とし計上します。
※ラフテレーンクレーンは、現場状況によりクレーンの大きさが異なる場合があります。
　バックホウ　　　　　：排出ガス対策型（第 1 次基準値）クローラ型・クレーン機能付 山積 0.8㎥（平積 0.6㎥）2.9t 吊　　
　ラフテレーンクレーン：排出ガス対策型（第 1 次基準値）油圧式伸縮ジブ型 25t 吊

●標準施工例 ●寸法表【水平震度 kh=0.200】

●使用機械材料参考表【設計水平震度 kh=0.200】

国土交通省土木工事積算基準平成 24 年度版
　プレキャスト擁壁工【P.89 〜 91】　■擁壁形式　L 型擁壁、逆 T 型擁壁、側溝付擁壁　■擁壁高さ　H=0.5 〜 5.0m

10m当り

10m当り

基礎砕石 均し
コンクリート 敷モルタル プレキャスト

ブロック据付 ブロック接合 目地
モルタル詰 排水材設置

本歩掛の適用範囲

H a b c d h
1000 　750 　950 200 　50 550
1250 　900 1100 200 　50 750
1500 1050 1250 200 　50 750
1750 1200 1400 200 　50 850
2000 1350 1550 250 100 850
2250 1500 1700 250 100 850
2500 1700 1900 250 100 850
2750 1850 2050 250 100 900
3000 1950 2150 250 100 950

名　称 単位 H=1,000 H=1,250 H=1,500 H=1,750 H=2,000 H=2,250 H=2,500 H=2,750 H=3,000
製品重量（L=2,000） kg 1,020 1,290 1,590 2,040 2,400 2,800 3,410 3,970 4,520
バックホウ運転 2.9t 日 0.22 − − − − − − − −

ラフテレーンクレーン 25t 日 − 0.26 0.26 0.26 0.26 0.33 0.33 0.33 0.33
裏込砕石 ㎥ 0.57 0.75 1.65 2.2 3.29 4.67 6.13 7.73 9.38

吸出し防止フィルター ㎡ 1.04 1.28 1.51 1.80 2.02 2.26 2.55 2.77 3.00
止水コンクリート ㎥ 0.18 0.18 0.19 0.20 0.21 0.22 0.23 0.25 0.27
基礎コンクリート ㎥ 0.48 0.55 0.63 0.70 1.55 1.70 1.90 2.05 2.15

基礎型枠 ㎡ 1.00 1.00 1.00 1.00 2.00 2.00 2.00 2.00 2.00
基礎砕石 ㎡ 9.50 11.00 12.50 14.00 15.50 17.00 19.00 20.50 21.50

※据付機械は、現場条件により上表により難しい場合は、現場条件に適合した機種・規格を計上して下さい。

4-1　ザ・ウォールⅡ（大地震対応型）


